
 

 

各火力発電所における配管肉厚測定対象部位数に関する調査結果について 

（運転開始後２０年以上を経過しているユニット） 
 
 

未実施部位に対する今後の検査実施計画 
発電所名 ユニット 

調査対象該当 
部位数（Ａ） 

既実施部位数 
（Ｂ） 

未実施部位数 
(Ｃ＝Ａ－Ｂ) ①３ヵ月以内の実施 ②６ヵ月以内の実施 ③１年以内の実施 

④次回定期事業者検

査の時期に実施 
⑤代表部位による健全

性評価部位数(※２) 

３号 １，０１８ ７１ ９４７  ７８   ８６９八戸火力 
 ４号 １，１９７ ７２ １，１２５ １０８    １，０１７

１号※１        
仙台火力 

２号 ５５６ １５ ５４１ ９２    ４４９

３号 １，０４３ １０ １，０３３ １３８    ８９５
新潟火力 

４号 ７７１ ３９ ７３２ １１４    ６１８

２号 ８６８ ２７ ８４１  １７４   ６６７

３号 ９６０ ５８ ９０２ ９０２    ０秋田火力 

４号 １，１５１ ２５ １，１２６  １９９   ９２７

１号 ９０２ １６８ ７３４ ４７    ６８７
新仙台火力 

２号 １，１６０ ５３ １，１０７  １１６   ９９１

１号 １，０２１ １９ １，００２  ２６３   ７３９

２号 ９３３ ８ ９２５  ２３６   ６８９

港１号 ７１９ ５ ７１４ １５５    ５５９
東新潟火力 

港２号 ７０６ １７ ６８９ １７６    ５１３

合   計  １３，００５ ５８７ １２，４１８ ２，７９８ － － ９，６２０

平   均  ９２９ ４２ ８８７ ２００ － － ６８７

※１ 仙台火力１号機は長期計画停止ユニットにつき、配管肉厚測定対象部位数に関する調査対象外。 
※２ エルボ部や T 字型配管については代表個所を選定し検査を実施する。さらに、１ユニット（秋田火力３号機）をモデルユニットとして全ての対象部位を測定し、全体的な健全性を確

認する。 
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